
「自動運転を核とした地域密着型のモビリティネットワーク構築の実証実験」
結果報告書

２０１９年１０月１１日

株式会社 ミツバ

国立大学法人 群馬大学

桐生市

１．背景・目的
２．モビリティネットワーク構想
３．計画
４．結果
５．まとめ



１．背景・目的
２．モビリティネットワーク構想
３．計画
４．結果
５．まとめ



2/23１－１．背景

近年、⼈⼝減少や超⾼齢化が⼤きな社会問題として取り上げ
られる中、永続し元気で活発な地⽅都市を実現する為には、
新たな交通インフラの整備が重要な課題と考えられています。



3/23１－２．実証実験の目的

①公共バス
②コミューター
③超⼩型モビリティー

： 駅と中⼼市街地と都市機能を繋ぐ基幹交通
： 基幹交通と地域コミュニティーを繋ぐ短距離路線
： ⾃宅や特定の⽬的地までのラストワンマイル

桐生駅新桐生駅

公民館

自宅

イメージ

複数の移動体をシームレスに繋ぎ合わせたモビリティネットワークを
構築し、多様な移動サービスの提供が可能となるプラットホームと
して、同様の環境にある地域社会への普及に貢献します。
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5/23２－１．地方都市の現状（自家用車中心）

・公共交通機関の利点を
活かしきれていない

・⾃家⽤⾞中⼼の⽣活

・⾃家⽤⾞があるなら⽬的地
まで直接⾃家⽤⾞で⾏った
⽅が便利

・⾼齢により免許を返納したり、
家族の協⼒が得られなく
なると移動が困難になる



6/23２－２．モビリティネットワークイメージ

い）⾃宅から近い場所（公⺠館等）
までは徒歩もしくは歩⾏補助⾞で
移動

あ）⽣活で必要な場所と、駅など市外
への移動が可能な場所を⾃動運転
バスでつなぎ、結節点となる停留所
を設置

う）⾃宅から近い場所と停留所までは、
新しい移動体による移動となる

え）既存交通機関と共存するために
専⽤レーン、もしくは時間指定
専⽤道路を設定

お）今後⾃家⽤⾞での移動ができ
ない⼈のドアｔｏドアの利便性
はタクシーで実現する。

あ）

い）

う）

え）

お）



7/23２－３．モビリティネットワーク仮想設定

モビリティネットワークを桐⽣市内に仮想設定した。
買い物等

（ＪＲ桐生駅で代用）

自宅

（桐生市役所
構内で代用）

駅

（東武新桐生駅）

公民館

（桐生市立中央
公民館）

自宅

（桐生市役所構内で代用）
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9/23３－１．実証実験の走行路

１台

⽇野ポンチョをベースにした実験⾞両

１台

トヨタアルファードをベースにした実験⾞両

1台

トヨタコムスをベースにした実験⾞両
桐⽣市役所
↑↓ 1回当り3.6km

新桐⽣駅 （東武鉄道 桐⽣線）

桐⽣市役所
↑↓ 1回当り1.6km

桐⽣駅 （JR東⽇本 両⽑線）
桐⽣市役所駐⾞場
（実験⾛⾏専⽤域）

市⺠モニター試乗実施（事前登録制） 市⺠モニター試乗実施（バス乗⾞者のうち希望者） 市⺠モニター試乗実施（バス乗⾞者のうち希望者）

桐⽣市役所を結節点の停留所と仮想して上記の各公道⾛⾏実験を同⽇に実施することで、
次の移動⼿段へのシームレスな乗り換えがイメージできるよう、市内広範囲の統合⾛⾏実証実験として⾏います

⾃動運転バス ⾃動運転コミューター ⾃動運転超⼩型ＥＶ

新桐⽣駅

桐⽣市役所
桐
⽣
駅

桐⽣市役所

中央公⺠館



10/23３－２．運行スケジュール

⽇付 便名 出発時刻（桐⽣市役所発）
⾃動運転バス ⾃動運転コミュｰター ⾃動運転超⼩型ＥＶ

5 ⽉ 25 ⽇
（⼟）

報道機関試乗 9時 ⾃動運転バスの桐⽣市役所
到着後、乗り換えを想定した
タイミングで出発します。

⾃動運転バス、⾃動運転コミュー
ターの市役所到着後、乗り換えを
想定したタイミングで出発します。
（要普通⾃動⾞運転免許）

1便 10時
2便 11時
3便 13時
4便 14時

5 ⽉ 26 ⽇
（⽇）

5便 10時
6便 11時
7便 13時
8便 14時

実証実験は、2019年5⽉25⽇（⼟）、２６⽇（⽇）に⾏いました。
4⽉15⽇~5⽉23⽇の期間で市⺠モニターを募集しました。
⾃動運転バスのシート数の１０名を各便の定員としました。



11/23３－３．自動運転車両

実証実験には3台の⾃動運転⾞両を使⽤しました。衛星からの信号に
加えて次世代モビリティ社会実装研究センター屋上の装置からの信号
を受信することで、誤差2cmで位置測定が可能です。

自動運転超小型ＥＶ

自動運転コミューター

自動運転バス

GNSS受信機
（位置測定等）



12/23３－４．実証実験手段

仮想設定内で以下の⼿段で実証実験を⾏いました。
Ｃ地点病院等

Ｂ地点

停留所：結節点
（桐生市役所）

自動運転バス

駅
（東武新桐生駅）

市外

Ａ地点

Ｄ地点自宅
（桐生市役所
構内で代用）

Ｘ地点

買い物等
（ＪＲ桐生駅で代用）

自動運転バス

自動運転超小型ＥＶ

※今回は設定しない

※今回は設定しない

Ｃ’地点

自動運転コミューター
Ｅ地点

公民館等
（桐生市立中央
公民館）

歩行補助車

・専用レーン
・時間指定道路

Ｄ’地点

徒歩

自宅
（桐生市役所
構内で代用）

関係者の
移動で使用

通行時青信号
（警察官手動切替え）

Ｅチケット原理モデル
（人数確認・運行ロガー）

車両接近お知らせ
（見守りシステム）

意思疎通
システム

乗ります

乗る人が
います

バス接近中

乗車人数

運行ロガー



13/23３－５．車載アイテム

他に下記の⾞載アイテムを搭載しました。

自動運転バス

ＳＲモータ＆コントローラ

自動運転超小型ＥＶ

降車モニタ＆画像認識

センサ洗浄防汚

車載警告装置

死角低減モニタ

群馬大学の
操舵＆制動
機構を改良

群馬大学の自
動運転装置搭
載方法を改良

センサ受信部
にカーテン状に
エア噴射

・降車時の周辺視界提供
・人、自転車、車を検知
・ミツバＰＲ動画表示

・後方を横断する歩行者
を検知し発光

・歩行者、対向車に警告

・反対車線の画像を
モニタに表示

・後方を横断する
歩行者に視界提供
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15/23４－１．実証実験結果

2019年5⽉25⽇（⼟）、5⽉26⽇（⽇）の両⽇で、
計76名（男性42名、⼥性34名）の市⺠モニターの⽅等に
参加していただきました。



16/23４－２．アンケート結果①（基本情報）

家族での参加が多いため30、40代を中⼼に幅広い年代の⽅に参加
していただきました。⾃家⽤⾞が移動⼿段とならない⽅にも約20%
参加していただきました。

男女構成 年代構成 免許有無 自家用車有無



17/23４－３．アンケート結果②（試乗の感想その１）

バスの感想 コミューターの感想

速度 快適さ 速度 快適さ

バスは「遅い」「怖い」と感じた⽅がコミュータと⽐較して多かったです。
コミューターは「ちょうど良い」「楽しい」と感じた⽅が多かったです。

今回の実験路線では⾃動運転のバスよりコミューターのほうがマッチした



18/23４－４．アンケート結果③（試乗の感想その２）

自動運転超小型ＥＶの感想
速度 快適さ

⾃動運転超⼩型ＥＶは速度、快適さともに好評でした。３種類の
⾃動運転⾞両の中で唯⼀運転席に座って⾃動運転を体感できる⾞
両であり、かつ桐⽣市役所構内の閉鎖空間での⾛⾏だったので、ア
トラクション感覚で体験していただけたのが影響している可能性があ
ります。



19/23４－５．アンケート結果④（モビリティネットワーク）

普段の移動にバスや
タクシーを使いますか？

⾃家⽤⾞を所有する⽅が約８０%であるためか、普段の移動にバス
やタクシーを使わない⽅が多かったようです。
⼀⽅で乗り継ぎ移動⼿段があれば利⽤するという⽅も多かったです。

乗り継ぎ移動手段が
あれば利用しますか？



20/23４－６．アンケート結果⑤（歩行について）

普段どれくらいなら歩きますか？

約40％の⽅が30代以下とはいえ、他の調査に⽐べると歩ける距離は
⻑かったです。実証実験に参加していただく意思のある⽅へのアンケート
であるため、結果に偏りがある可能性があります。歩く⽬的として運動と
答える⽅も多かったです。

歩く目的は何ですか？



21/23４－７．アンケート結果⑥（自動運転の印象）

自動運転自動車への印象は？

⾃動運転は必要だと考えている⽅が多く、概ね印象は良かったよう
です。しかしその⼀⽅で約2割の⽅が怖いと答えています。
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23/23５．まとめ

項⽬ 基本構想

公共交通との連携 ・公共交通と結節する移動⼿段・サービスの導⼊
・シームレスなモビリティネットワークの構築

⼈⼝減少・超⾼齢化社会
に対応したまちづくり

・永続可能で多様な移動サービスの創出
・地域コミュニティーの活性化

モビリティーの魅⼒向上 ・安全確保、安らぎを創出する技術／商品の提供
・利便、快適を創出する技術／商品の提供

多くの市⺠の⽅々に御協⼒いただき無事実証実験を実施することが
できました。この経験を活かし、今後も下記の検討を継続し、産学官
連携にて地域の活性化に貢献して参ります。


